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 (5) 東浦町立生路小学校 

ア 研究の経過 

月日 活動内容 

６月12日 

 

 

８月17日 

 

８月21日 

９月４日 

９月８日 

 

９月30日 

10月 

11月２日 

 

11月20日 

 

11月27日 

１月 

２月16日 

 

３月末日 

第１回研究協力校連絡会 会場：総合教育センター 

研究の概要，研究方針の説明 

東浦地区研究協力校代表委員と情報交換及び方向性についての共通理解 

カリキュラム・マネジメントの在り方に関する研究の趣旨及び，カリキュラム・マネ

ジメント検討用シートの記入方法についての説明 

カリキュラム・マネジメント検討用シートの提出 

教務主任・現職研究主任で分析，校長に報告 

第２回研究協力校連絡会（東浦地区） 会場：東浦町立東浦中学校 

資質・能力の育成に向けた取組についての協議，授業参観，校内見学 

学校訪問（身に付けさせたい資質・能力を意識した授業公開）※全学級公開授業 

現職公開授業（低・中・高学年部会ごとに） 

第３回研究協力校連絡会（東浦地区） 会場：県立東浦高等学校 

各校の資質・能力の育成に向けた実践についての協議，発表会資料の検討 

第４回研究協力校連絡会 会場：総合教育センター 

発表会に向けてのリハーサル，本年度の研究のまとめについて（研究紀要） 

第60回総合教育センター研究発表会（中間報告） 

生路小学校改善のための課題についてのアンケート実施 

第５回研究協力校連絡会 会場：総合教育センター 

本年度の研究のまとめと次年度への取組について 

グランドデザイン策定 

イ 過程で見えてきたこと 

 教育目標の共有を図るグランドデザインの策定に向けて，先

行研究の各種シートやアンケートを用いて取り組んだ。現状把

握シート（資料１）から，子どもの強みとして，「思いやりが

ある」「素直で優しい」「決められたことはしっかり行う」，

弱みとして，「消極的で発表が苦手」「自ら考えて行動するこ

とが苦手」「持続が難しい」などが挙げられた。そこで，子ど

もに身に付けさせたい資質・能力を，「目的意識をもち，なり

たい自分に向かって，自ら行動する力」「人の考えを聞き，意

見を言ったり，自分の考えを再構築したりする力」「状況に応

じて，新たなことを発案する力」の三つとした。 

次に行ったＳＷＯＴ分析シート（資料２）からは，素直で真

面目な子どもが多く，地域・保護者との信頼関係があり，子ど

もの居場所がある反面，幼くて消極的であること，地域との意

識のずれや行事への思いが希薄になることなどが見えてきた。さらに， 教職員の意識を調べるため

に，カリキュラム・マネジメント検討用シートで分析した。その結果，どの項目にも，おおむね半数

の教員ができていると答えた。また，「教職員同士の連携が十分にとれている」「児童に身に付けさ

せたい力や，目指す児童像が比較的明確である」「授業実践での効果を重視している」「地域との連

携の実践を意識して取り入れることで，学校目標や重点目標に反映しようとしている」の四つの項目

の評価が高かった。 

【資料１ 現状把握シート】 

【資料２ ＳＷＯＴ分析シート】 
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ウ 「社会に開かれた教育課程」を実現するための，資質･能力を意識した実践 

 学校目標（目指す児童像）の共通理解を図るための授

業改善を行った。特に「身に付けさせたい資質・能力に

近づけるために，教師が意識し，工夫することは何か」

「現在起きている今日的課題を踏まえ，地域との連携や

子どもの学びを保障するためにどのような授業をしてい

くべきか」という課題を設定し，実践を重ねた。 

まず，今までの本校の研究のレガシーを有効に使うこ

とにした。本校ではユニバーサルデザイ

ンや背面黒板の掲示の工夫を全学級で取

り組み，授業に関する学習スタンダード

を守り，担任の思いが詰まった掲示を子

どもたちが意識的に見ることにより，身

に付けさせたい資質・能力に近づけるよ

うにという願いがこもっている（写真１）。 

次に，指導案に単元レベルでの身に付けさせたい資質・能力を

「指導の力点」として明記し（資料３），教師がその資質・能力を

より意識しながら授業を組み立てていくようにした。６年生の社会

科「武士による政治の安定」の授業では，単元を通して身に付けさ

せたい資質・能力を，「江戸幕府の政策を知り，資料から歴史的事

象を読み取ることや，多面的・多角的な見方・考え方を養うことで

ある。そのために，本時では，幕府が参勤交代をさせた理由を考え

る場面において，関連する資料を３種類用意したり，児童の意見を

全体に共有する機会を設けたりするようにした」と記述した。 

地域との連携や子どもの学びを保障するための授業として，いく

つかの実践を紹介する。４年生の総合的な学習の時間では東浦防災

リーダーの方と連携して，年間を通して防災学習に取り組んだ（写

真２）。今年度は新型コロナウイルス感染症対策をしながら，野外

での活動を中心に行った。地域の防災標識や施設に目を向けること

で地域の一員としての自覚をもつことや，避難所体験を通して，地

域の防災対策を身近なこととして捉えることをねらいとして実践した。１年生の生活科では，学校か

らほど近い東浦高校でどんぐり拾いをさせていただいた（写真３）。生活科の授業に業に生かす工夫

だけでなく，小学生と高校生のつながりを深めるきっかけとして考えた活動である。 

エ 成果と今後に向けての見通し 

 成果は，検討シートの結果から，教員間での意識の共有や連携ができたことと，身に付けさせたい

資質・能力に対しての認識を，普段の学級掲示や指導案などでより高めることができたことである。 

今後は，グランドデザインを早期に作成し，地域社会と関わりながら教育課程全体で組織的に子ど

もを育てることを計画し，学校目標と身に付けさせたい資質・能力とを関連付けた更なる授業改善を

していきたい。また，今までの地域との関わりを生かし，小中高の連携の在り方を探るとともに，地

域社会に開かれた教育活動をさらに深めていきたい。 

【写真１ ユニバーサルデザイン・ 

背面黒板の活用】 

【写真２ ４年総合的な学習 

         の時間】 

【写真３ 東浦高校での 

どんぐり拾い】 

第６学年２組  社会科学習指導案 
                                  指導者 岩 田 有 加 
１ 単   元   武士による政治の安定（本時 １／５時間）  
２ 本時の目標 
 ｏ参勤交代の絵図や関連資料から，江戸幕府が参勤交代を行った理由を予想したり，考えたりするこ

とができる。 
３ 学習過程 

 
４ 本時の目標が達成された姿（学習プリントの記述，発表の様子） 
ｏ幕府が参勤交代を行った理由を資料から読み取り，幕府が大名を支配しようと意図して行ったとい
うことに触れ，自分の意見を書いている。 
   

５ 指導の力点（手立て③ 多様な情報を対話や資料から収集する力 ） 
  単元を通して身に付けさせたい資質・能力は，江戸幕府の政策を知り，資料から歴史的事象を読
み取ることや，多面的・多角的な見方・考え方を養うことである。そのために，本時では，幕府が
参勤交代をさせた理由を考える場面において，関連する資料を 3種類用意したり，児童の意見を黒
板を使って全体に共有する機会を設けたりするようにした。 

時間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 事 項 

 １ 前時の学習内容を振り返り，本時の学習
問題をつかむ。 

 

 (1) 江戸時代について，振り返る。 ・前時で学習した，「江戸時代」について問い， 

   ・260 年もの間続いた どのような特徴があったのかを復習する。 
   ・江戸に幕府が置かれた時代 ・参勤交代の絵図を一部切り取ったものを示し 

 (2) 大名行列の絵図を見て，クイズをする。 
ｏこの列は何でしょう。 
(3) 大名行列の絵図を見せ，「参勤交代」と 

簡単な３択問題をする。 
・答えと考えた番号を指で挙げさせ，全員が活
動に参加できるようにする。 

    いう言葉を説明する。 
 (4) 本時の学習問題をつかむ。 

・参勤交代の全図を見せ，さまざまな役割の人
が列をなしていることに気付かせる。 

   ・学習プリントを配布し，活動にスムーズに入
ることができるように，参勤交代について簡 

7 7    単にまとめさせる。 

 ２ 資料から参勤交代をさせた理由を考え
る。 

 
・参勤交代についての資料を３種類準備し，資 

 (1) 参勤交代について資料から読み取れる 
ことを考える。 
・遠いところだと，1か月以上かかる。 
・今のお金で６億位使っていた。 

料から分かることや考えたことを読み取らせ
る。 

・隣同士違うプリントを配付して考えさせるこ
とで，個人で資料を読み取らせる。 

   ・帰りたくても帰れないので辛そう。 
(2) 意見カードに資料から分かったこと，考 
えたことを書く。 
・幕府は，参勤交代で大名にたくさんの
お金を使わせた。 

・読み取りが苦手な児童には，ヒントを書いた
プリントを準備する。また，早く終わってしま
った児童には，黒板にプリントを貼らせ，違う
資料に取り組ませる。 

・江戸幕府がどうして参勤交代をさせたのかと 
   ・離れた家族に会えることを願って，江

戸での生活も頑張っていた。 
いう学習問題に戻って考えさせる。 

評参勤交代に関する資料から，参勤交代をさせ 
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(3) 学級で意見を共有する。 
 ｏ学習プリントを資料ごとに分けて，黒 

板に貼る。 

た幕府の意図を考え，自分の意見や予想を書
いている。     （学習プリントの記述） 

 ３ 本時のまとめをする。  
 (1)「幕府が参勤交代をさせた理由は，○○」 ・黒板に貼ってある児童の意見から，キーワー 

   を文頭にしてまとめる。  ドを拾って提示し，児童自身にまとめさせる。 

 （2）全体に考えを発表する。 
  ・幕府が参勤交代をさせた理由は，藩の 

・自分以外の考えを聞き，多様な考え方がある 
ことを知る。 
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お金を使わせ，大名に力をつけさせな
いようにしたため。 

評キーワードを使って，自分の言葉でまとめて
いる。 （学習プリントの記述，発表の様子） 

 ４ 本時の振り返りを行い，次時の予定を 
知る。 

  ・江戸幕府は，どのような政治を行った 

・江戸時代の身分制の写真を見せ，幕府が身分
の違いをもとに，支配を固めていったことに
触れ，次時に興味を持たせる。 
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    のだろう。 ・単元全体の目標を示し，次時からは，江戸時代
の政治について学習することを伝える。 

なぜ江戸幕府は，参勤交代をさせたのか。 

【資料３ 指導案（指導の力点表記部分）】 


